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地域貢献に関する情報開示について 

 

当行は、平成１７年４月より始まりました「地域密着型金融推進計画（新アクションプログラム）」に基づ

き、地域貢献に関する情報開示を行っております。 
地域に根をおろす地元の銀行として、地場産業の振興・発展をお手伝いするとともに、地域社会の皆さまの

豊かな生活づくりと地域文化の向上にお役立ちするという考えに基づき、①地域への信用供与の状況、②地域

のお客さまへの利便性提供の状況、③地域経済活性化への取組状況、④地域への各種支援活動の状況について

まとめました。本情報開示は平成１８年１２月に続き今回で８回目となります。 
（注１）「地域」の考え方 
  佐賀銀行は、明治１５年に設立された伊万里銀行を淵源とし、佐賀県内の多数の銀行による合併、統合の歴史を経て、昭和３０年７月に

設立されました。「佐賀で生まれ」「佐賀で育ち」、「そして福岡へも」と発展しており、佐賀県・福岡県を主要な営業基盤と考えています。 
（注２）以下の計数につきましては、単位未満は切捨てにて表示しています。 

 
１．地域への信用供与の状況 
（１）貸出業務全般の状況 

① 地域向け貸出金残高、貸出金比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

貸出金残高の地域別比率

10.5%

34.3% 55.0%

貸出金残高の推移

1,584 1,551 1,469 1,315 1,336 1,293

3,820 3,884 3,893 3,925 3,976 4,148 4,192 4,210

6,870
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1,4231,770
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7,013 6,857
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12,29312,25212,177 12,09212,482 12,461 12,094

平成 18 年
3 月末

平成 17 年
9 月末

平成 17 年
3 月末

平成 16 年 
9 月末 

平成 16 年 
3 月末 

平成 15 年 
9 月末 

平成 18 年
9 月末

単位：億円

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
佐賀県内向け貸出金残高　　　　(Ａ) 6,753
福岡県内向け貸出金残高　　　　(Ｂ) 4,210
東京・長崎県への貸出金残高 1,293
総貸出金残高　　　　　　　　　(Ｃ) 12,257
佐賀・福岡県向け貸出金比率((Ａ)＋(Ｂ))/(Ｃ) 89.4%

12,257 億円 
平成 19 年 3 月末 

東京･長崎

貸出金残高の地域別比率 

佐賀 福岡 

平成 19 年 
3 月末 

12,257 

佐賀県内 
貸出金残高

福岡県内 
貸出金残高

東京・長崎
貸出金残高
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② 地域向け業種別貸出金残高、貸出先数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）中小企業向け貸出業務の状況 

① 地域の中小企業向け貸出金残高、貸出先数、貸出金比率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注)中小企業等とは、資本金が3億円(ただし、卸売業は１億円、小売サービス業は五千万円)以下の会社または

　　常用する従業員数が300人(ただし、卸売業、サービス業は100人、小売業は50人)以下の会社及び個人をいいます。

平成19年3月末 単位：件

貸出先数 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

製造業 1,736 1,107 509
建設業 3,153 1,964 1,076
卸売・小売業 3,667 2,298 1,215
金融・保険業 106 42 42
不動産業 993 353 601
各種サービス業 5,260 3,222 1,891
地方公共団体 49 43 5
その他 54,411 38,353 14,726
合計 69,375 47,382 20,065

平成19年3月末 単位：億円

貸出金残高　 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

製造業 967 593 203
建設業 744 414 282
卸売・小売業 1,700 719 784
金融・保険業 345 38 76
不動産業 1,194 265 871
各種サービス業 2,165 1,375 605
地方公共団体 1,034 979 55
その他 4,103 2,367 1,330
合計 12,257 6,753 4,210

中小企業向け貸出金残高
の地域別比率

57.4%

38.3%

4.1%

平成 19 年 3 月末 
福岡 

佐賀 

東京･長崎

9,375 億円 

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
総貸出金残高　　　　　　（Ａ） 12,257
中小企業等貸出金残高　  （Ｂ） 9,375
中小企業等貸出比率     　(Ｂ)/(Ａ) 76.4%

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
中小企業等貸出金残高　　　　　　（Ａ） 9,375
佐賀・福岡の中小企業等貸出金残高（Ｂ） 8,982
地域の中小企業等貸出金比率  （Ｂ）/（Ａ） 95.8%

平成19年3月末

項　　　目 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

中小企業等貸出金残高（億円） 9,375 5,390 3,592
中小企業等貸出先数（件） 69,097 47,294 19,959
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② 地域の保証協会保証付貸出金 

 
 
 
 
 

③ 中小企業向け融資商品 
 

●「ステップサポート」 

      2 年以上営業を継続している中小企業法人の方が、事業資金としてご利用いただけます。原則 3

営業日以内のスピード回答、担保・第三者保証人は不要です。 

ご融資金額は最高 3,000 万円、ご融資期間最長 3年以内となっております。 

 

●「ステップサポートⅡ」 

      2 年以上営業を継続している中小企業法人および個人事業主の方が、事業資金としてご利用いた

だけます。原則 6営業日以内のスピード回答、担保・第三者保証人は不要です。 

ご融資金額は最高 3,000 万円、ご融資期間最長 5年以内となっております。 

 

    ●「商工会議所、商工会提携ビジネスローン」 

      お使いみちは、「ステップサポート」、「ステップサポートⅡ」と同じです。提携商工会議所、商

工会の会員の方が対象です。事務手数料の優遇があります。   

 

    ●「がんばる企業支援資金」 

      佐賀県内に事業所があり、県内で 1年以上(事業歴 2年以上)営業を継続している中小企業および

個人事業主(青色申告)の方で当行との与信取引が 6か月以上ある方が、事業に必要な運転資金とし

てご利用いただけます。佐賀県信用保証協会の保証をつけていただきます。 

      ご融資金額は最高 3,000 万円、ご融資期間最長 5年以内となっております。 

 

    ●「＜中小企業資金供給システム＞ 元気フクオカ資金」 

      福岡県内に住所または事業所があり、県内で 1年以上営業を継続している中小企業および個人事

業主の方で当行との与信取引が 1年以上ある方が、事業資金としてご利用いただけます。福岡県信

用保証協会の保証をつけていただきます。 

      ご融資金額は最高 5,000 万円、ご融資期間最長 10 年以内となっております。 

 

    ●「ビジネスサポートローン」 

      佐賀県内に住所または事業所があり、県内で 3年以上営業を継続している中小企業および個人事

業主の方で当行との与信取引が 1年以上ある方が、事業に必要な運転資金としてご利用いただけま

す。佐賀県信用保証協会の保証をつけていただきます。 

      ご融資金額は最高 3,000 万円、ご融資期間最長 5年以内となっております。 

 

    ●「＜設備投資支援資金＞ アタック」 

      佐賀県内に住所または事業所があり、県内で 1年以上営業を継続している中小企業および個人事

業主の方が、事業に必要な設備資金としてご利用いただけます。佐賀県信用保証協会の保証をつけ

ていただきます。 

      ご融資金額は最高 1億円、ご融資期間最長 15 年以内となっております。 

保証協会保証付貸出金残高
の地域別比率

71.1%

25.0%

3.7%
福岡 

佐賀 

東京･長崎 

793 億円 
平成 19 年 3 月末 

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
保証協会保証付貸出金残高 793
　　　うち佐賀　　　〃 564
　　　うち福岡　　　〃 199
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④ 私募債の状況 

 
 
 
 
 
 
 

（３）個人向け貸出業務の状況 
① 地域の個人向け貸出金残高、貸出件数、貸出金比率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 個人向けローン商品等 

 

●「さぎん moteca（モテカ）カード」の機能 

     キャッシュカードにクレジット機能、ローン機能を備えた「さぎん moteca（モテカ）カード」には

以下のサービスを追加しております。 
１．「ＥＴＣカード」（ＪＣＢ、ＶＩＳＡ・マスターカード） 
２．ケータイクレジット「iＤ（ＶＩＳＡ・マスターカード）」「ＱＵＩＣＰａｙ 」（ＪＣＢ）、 
３．「当行ＡＴＭでのクレジット入金等」 

※キャッシングのご返済（ご入金）および「ご返済可能額照会」は、モテカＶＩＳＡ、モテカマスターカード

をお持ちのお客さまのみお取扱可能となります。 

 

TM TM 

個人向け貸出金残高
の地域別比率

62.1%

35.2%

2.6%

東京･長崎

福岡 

佐賀 
3,394 億円 

平成 19 年 3 月末 

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
総貸出金残高　　　　（Ａ） 12,257
個人向け貸出金残高　（Ｂ） 3,394
個人向け貸出金比率    （Ｂ）/（Ａ） 27.6%

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 金　　額
個人向け貸出金残高　　　　　　（Ａ） 3,394
佐賀・福岡の個人向け貸出金残高（Ｂ） 3,306
地域の個人向け貸出金比率  （Ｂ）/（Ａ） 97.3%

平成19年3月末 単位：千件

個人向け貸出金件数 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

消費者ローン 97 71 23
住宅・アパートローン 23 15 7
合　　計 120 87 30

平成19年3月末 単位：億円

個人向け貸出金残高 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

消費者ローン 513 358 141
住宅・アパートローン 2,880 1,752 1,053
合　　計 3,394 2,111 1,195

私募債残高の地域別比率

45.0%

20.0%

35.0%

佐賀 

東京･長崎

福岡 
平成 19 年 3 月末 
30 億円 

平成19年3月末 単位：億円

項　　　目 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

私募債残高（億円） 30 13 10
私募債先数（件） 24 10 9
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●「あっとほー夢」(平成 14 年 4 月～) 

      マイホーム資金を当行だけでお借入になるお客さまには、(1)適用金利の優遇、(2)融資範囲の拡

大(新築にともなうシステムキッチン・照明・カーテン等)、(3)つなぎ資金(提携型のみ)がご利用

できるなどのメリットのある住宅ローンです。 

      マイホームセンターや営業店を通じて保証会社に仮申込(事前審査)を行うことにより、お借入の

手続きがスピーディに進みます。 

    
    ●「マイホームセンター」 

      住宅ローンを中心に新築、リフォームなどの資金等に関するご相談をお受けします。 

      ・佐賀(呉服町支店兵庫出張所内) 営業時間 平日、土曜日 9:00～17:00(日曜・祝日は休業) 

      ・福岡(福岡支店内)       営業時間 平日 9:00～17:00      

      ・鳥栖(鳥栖支店鳥栖東出張所内) 営業時間 平日 9:00～17:00 

      ・唐津(唐津支店内)       営業時間 平日 9:00～17:00 

 
 
 
２．地域のお客さまへの利便性提供の状況 
（１）店舗等チャネルの状況 

①店舗数 
 
 
 
     
 

②ATM 設置箇所数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（注）福岡地区の共同ＡＴＭは店舗外ＡＴＭ（無人店舗）の数に含めておりません。

有人・無人店舗の
地域別設置比率

2.4% 

23.3% 

74.1% 

福岡 

東京･長崎

佐賀 

平成 19 年 3 月末 
201 か所 

平成19年3月末 単位：ヶ所

店舗の設置 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

支店・出張所（有人店舗） 103 60 38
店舗外ＡＴＭ（無人店舗） 98 89 9

合　　　計 201 149 47

平成19年3月末 単位：ヶ所

ＡＴＭの設置 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

当行ＡＴＭ 200 148 47
相互開放金融機関ＡＴＭ（注） 1,082 10 770

合　　　計 1,282 158 817

(注）相互開放金融機関（十八銀行、筑邦銀行、西日本シティ銀行）のＡＴＭ
（一部を除く）は、手数料無料でご利用になれます。ただし、時間外について
は、所定の利用手数料がかかります。

ＡＴＭの取扱状況(18/4～19/3)

平成18年度(1か月平均) 単位：千件

合　　計 お引出し ご入金 通帳記帳 残高照会 お振込

2,247 984 469 429 193 172
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（２）預金業務等の状況 
① 地域の預金残高、預り資産の残高 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

預金残高の推移

3,263 3,168 3,220 3,346 3,437 3,458 3,499 3,514

13,199
12,738 12,957 13,290 13,052 13,212 13,085 13,406

408522 482 472 448 425 428 413
0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

佐賀県内預金
残高

福岡県内預金
残高

東京・長崎預
金残高

預り資産の地域別比率

80.1%

17.9%
1.9%

佐賀 

福岡 

東京･長崎 

平成 19 年 3 月末 
1,984 億円 

平成19年3月末 単位：億円

項　　目 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

預り資産残高 1,984 1,589 355
　　うち公共債 855 744 97
　　うち投資信託 633 430 188
　　うち保険商品 495 414 69

平成19年3月末 単位：億円

項　　目 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

預　　金 17,329 13,406 3,514
　　うち流動性 9,420 7,519 1,712
　　うち定期性 7,909 5,886 1,802

預金の地域別比率

77.3%

20.2%

2.3%福岡 

東京･長崎 

佐賀 

17,329 億円 
平成19年 3月末

平成 15年 
9 月末 

平成 16年 
3 月末 

平成 16年 
9 月末 

平成 17年 
3 月末 

平成 17年
9月末

平成 18年
3月末

平成 18年 
9 月末

平成 19年 
3 月末

平成19年3月末 単位：件

項　　目 合   計 うち佐賀県 うち福岡県

チーフ・ＦＡへの相談件数 589 331 258
　　うち成約件数 39 22 17

16,388 
16,984 16,649 17,085 16,914 17,098 16,998 17,329 

佐賀県内 
預金残高 

福岡県内 
預金残高 

東京・長崎
預金残高 

単位：億円
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② 決済サービス等の状況 
 
 
 
 
 
 
 
③ 地域のお客さまへの利便性提供に資する取組みの状況 

●「さぎんテレホンサービスセンター」 

「さぎんテレホンサービスセンター」では、電話によるローンの受付や、定期預金の満期案内、

国債、投資信託の商品案内を行っています。また、平成 18 年 10 月より販売開始しております「Ａ

ＴＭカードローン」についてのお客さまからのお問合せなどをうけたまわっております。 

なお、これからの予定として、コールセンター機能を拡充し、お客さまからの問合せに対する 

総合窓口機能を整備します。 

営業時間 平日 9：30～20：00    電話 フリーダイヤル 0120-874-312 

 
●新・店頭態勢の展開 

「お待たせしない・気持ちよくご利用いただける窓口づくり」をテーマに新しい店頭態勢づくり

を、平成 18 年 2 月にオープンした新「水ヶ江支店」から実施しています。これは、お客さまの輻

輳する店について、ご利用時間と機能により「午後 3時までゾーン」、「午後 5時までゾーン」、「午

後 6 時以降ゾーン(ＡＴＭコーナーの終業時間まで)」の三つのゾーニングを行うことや、「ローカ

ウンター」、「クイックコーナー」、「総合受付カウンター」、「ロビー入金機」、「デイデポジット」、

「自動貸金庫」といった新たな機能を導入するもので、店頭態勢づくりを実施した店舗は、以下の

通りです。 

・平成 18 年 2 月 水ヶ江支店 

・平成 18 年 5 月 福岡支店 

・平成 18 年 9 月 津古支店 

・平成 19 年 1 月 佐賀医大前支店 

・平成 19 年 1 月 三間坂支店 

・平成 19 年 2 月 姪浜支店 

・平成 19 年 5 月 本店営業部 

・平成 19 年上期(予定) 和多田支店 

（注）津古支店、三間坂出張所(平成 19 年 2 月より出張所化)、姪浜支店については、上記機能

のうち一部の機能を備えた店舗となっています。  
 
３．地域経済活性化への取組状況 

（１）地元企業に対する経営サポートの状況 

① 地元企業の経営相談等への取組状況 
人材教育を含む情報提供やビジネスマッチングについては取引先企業のニーズが高く、これまで蓄

積してきたノウハウを活用しながら、ビジネスマッチングの実施、さぎん情報クラブ「リンクス」に
よる会員企業への各種情報提供等の取組みを実施してきております。 
当行および十八銀行、筑邦銀行の 3 行で、「北部九州ビジネスマッチング協議会」を平成 17 年 4

月に設置し、平成 17 年 11 月に本格稼動しております。各県の支援機関等とも連携したこの協議会で

は、会員数は平成 19 年 3 月末時点で 162 先となりました。これまで 3 度の商談会を実施し、今後も

平成19年3月末 単位：千件

うち普通 うち定期
2,327 1,653 631 11 190 107

預金口座数
財形貯蓄

（契約口座数）
給与振込

（受託者先数）
年金振込
（件数）

公共料金の自動振替取扱状況

平成19年3月末 単位：千件

合　　計 電気料 電話料 NHK受信料 水道料 ガス料
732 161 237 94 134 102
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同様の活動を行ってまいります。尚、本協議会は今後も以下の団体と連携してまいります。 

（佐賀県・福岡県・久留米市・福岡県中小企業振興センター・佐賀県地域産業支援センター・佐賀

県商工会議所連合会・久留米商工会議所・九州経済産業局・中小企業基盤整備機構） 

また、行内外研修につきましては、中小企業の経営改善に向けて、企業の問題点や課題解決の方

向を見出して支援への取組みができる人材の育成を目的として実施しております。 

 

② 医業コンサル機能の強化 
平成 18 年 4 月に医業コンサル機能強化のため、営業推進部の医業推進担当を 2 名から 5 名に増員

しておりますが、平成 18 年 10 月からは、福岡地区の医業コンサル機能強化のため、医業推進担当の

5 名のうち 2 名を福岡本部に配置しております。また、平成 19 年 4 月から福岡本部法人渉外室を法

人渉外グループ、国際グループ、医療グループの 3グループ体制といたしました。 

 

③ 担保・保証に過度に依存しない融資の推進 
     平成 18 年 11 月に一括支払信託導入企業の手形レスニーズに対応するため「バックアップファイナ

ンス」を行いました。また、動産・債権譲渡担保融資等の活用については、平成 18 年 12 月に「機械

担保引取保証」制度の導入を図りました。 

 

④ 地元企業の再生への取組状況 
中小企業の過剰債務構造の解消・再生のため、具体的な再生プログラム（佐賀県中小企業再生支援

協議会、DES、DDS などの手法）の策定に取り組んでいます。 

平成 16 年 3 月に立ち上げました中小企業を対象としたオリックス株式会社及びオリックス債権回

収株式会社との協力による企業再生ファンドの活用により再生可能な中小企業の事業及びバランス

シートの再構築を図っております。 

行内外研修につきましては、企業再生支援に関する人材（ターンアラウンド・スペシャリスト）の

育成を目的として実施しております。 

 

（２）企業の育成への取組み 
創業・新事業支援機能強化のため産学官とのネットワークの構築・活用や日本政策投資銀行との連

携、「産業クラスターサポート会議」への参画などに取り組んでおります。 

 

① ベンチャー育成ファンドへの出資 
関連会社である株式会社佐銀ベンチャーキャピタルと共同で平成18年6月1日にファンド総額505

百万円の投資事業有限責任組合第二号を設立しました。 

ファンド設立については、当行が平成 17 年 8 月に公表している「地域密着型金融推進計画」への

対応にも沿うものであり、企業育成や新事業振興を図り、地域経済の活性化につながるものと期待し

ております。 

 

② ベンチャー企業提携・支援制度 
当行は地域経済の担い手となるニュービジネスや新たな技術開発、新分野の開拓に取り組んでいる

ベンチャー企業などに対し、当行グループ、佐賀県、佐賀大学および公的金融機関と連携し、産・官・

学一体となって支援しております。 

平成 11 年 10 月からは当行が事務局となり、実践的ビジネススクール「鳳雛塾(ほうすうじゅく)」

を開講し、起業家教育に取り組んできました。 

なお、この鳳雛塾は平成 17 年からＮＰＯ法人となり、小学生から大学生・社会人に至るまでの一

貫した起業家教育事業を実施しております。この鳳雛塾の活動は、起業家教育として、平成 17 年度

18 年度と「地域自立・民間活用型キャリアプロジェクト」（経済産業省）を受託し、全国的にも特徴

ある活動を行っております。 
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③ 大学の知的財産を活用した連携 
平成 18 年 7 月に佐賀大学と「産学連携の協力推進に係る協定書」を締結しました。この協定に基

づき、同大学と当行取引先をマッチングし、両者間で受託研究契約が締結されました。今後、「共同

研究」などの具体的な成果があがるように連携を強化していきたいと存じます。 

 

（３）地方公共団体事業との関係 
当行は地域金融機関として、佐賀県や県内各市町への融資・債券の引受け、各種情報提供などを通

じて、地域社会のよりよい環境づくりのための協力を行っております。 

また、佐賀県や佐賀市・唐津市などの県内各市町の指定金融機関として、納税収納などの公金事務

の取扱いを担当しております。 

 

４．地域への各種支援活動の状況 

（１）文化支援活動の状況 
当行では、美術・音楽・演劇等を通しての文化の向上をはかり、豊かな地域社会づくりに貢献する

ことを目的として、平成 2年 12 月に財団法人佐賀銀行文化財団を設立しました。 

文化活動を通して地域の皆さまへの文化情報の発信や、若い芸術家の育成など地域文化振興のお手

伝いをしております。 

 

① ニューイヤーコンサート 
新しい年を豪華なオーケストラの調べで迎えていただこうと、平成 4年 1月より毎年開催しているコ

ンサートで、ウィンナワルツ・ポルカの演奏などでお楽しみいただいております。 

 

② ウエンズデイコンサート 
気軽に音楽を楽しんでいただこうと、毎月第 2･3 水曜日のお昼休みに本店ロビーを利用したミニコン

サートを開催しております。これからも、地域の皆さまに親しまれる文化支援活動に取り組んでまいり

たいと考えております。 

 

③ 佐賀銀行文化財団 新人賞の贈呈 
文化に関する人材育成の一環として、佐賀県内在住もしくは佐賀県出身の将来性豊かな若い芸術・創

作活動家に賞および副賞を贈り、その活動を称揚しております。平成 19 年 3 月には、新たに第 16 回目

として、松尾潤氏(陶芸家)、宇都宮直高氏(ミュージカル)の 2 名の方が加わり、これまで 40 名の方々

が「新人賞」を受賞されました。 

この賞が若い芸術家の方々にとって大きな励みとなり、その活動が活性化されることで、ますます地

域文化が発展していくことを願っております。 
 

（２）福祉支援活動等の状況 

① 佐賀銀行社会福祉基金 
昭和 51 年に創立 20 周年と本店竣工を記念して、社会福祉の充実を図ることを目的として設立し、

毎年当行役職員からの寄付金などをもとに、社会福祉事業団体へ贈呈しております。 

 

 

② 「おもいやりＢＯＸ」の設置 
全店の窓口に「おもいやりＢＯＸ」を設置し、書き損じハガキや使用済み切手の収集を行い、ボラ

ンティアグループなどへ寄贈しております。 
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（３）環境問題への取組み 

① 「ゼロエミッション」への取組み 
コンピュータ用紙・各種文書類・新聞・蛍光管などを焼却や廃棄処分にせず、種類ごとに分別回収

し、リサイクル業者に委託して再生するリサイクルシステムを構築し、ゼロエミッションを目指して

います。 

 

以上 
 
 


